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本年度最後となる授業参観・懇談会（六年生を除く）で

はたいへんお世話になりました。ＰＴＡの役員等も円滑に

決まったと聞きました。本年度の役員の皆様、そして来年

度の役員を引き受けて下さった方々に、改めて御礼を申し

上げます。 

参観して下さった授業では、一年間の成果を発表した

り、将来の夢を語ったり、保護者への感謝の気持ちを表したりと、扇っ子が成長を

体現してくれたと思います。この日のために準備や練習を重ねていた姿を、私は何

度も見ました。 

四年生の『十歳宣言』の日には、多くの子が家で保護者の方にその姿をほめても

らったことを、アンケートで知りました。「リコーダーと歌はとても頑張っていま

した」「いろいろ考えていて、大きくなったな〜〜〜」「よっかたよ」「ピアノバッ

チリでよかったよ」「みんな素敵だったね」「凄かったね」「20 歳への自分の手紙、

ありがとう」「堂々としていた」「みんなよく考えたね」「すごい嬉しかったよ。あ

りがとう」などなど。家に帰ってから、がんばった姿を認めてもらった子は、さぞ

嬉しかったことでしょう。「やってよかった」「がんばってよかった」と思っている

はずです。」 

『アタッチメント』（親子の絆）が、よりよい人生を歩んでいける人間になるた

めの「礎」になると聞いたことがあります。「自分は親やまわりの人から愛される

存在だ」という認識を持っているために、自信を持って問題解決に臨むことができ

るというのです。 

進級を控え、不安な気持ちを多少なりとも抱くこの時期こそ、ご家庭でこのよう

な声がけをしてもらったお子さんは、幸せです。自信や次への意欲を高めたはずだ

からです。 

強いアタッチメントが形成できれば、子供は感情を

コントロールできるようになることもよく知られて

います。学年末、学習の生活物を持ち帰ることも増え

ると思いますので、ぜひ温かい声掛けで「絆」を強く

していただけるように、お願いします。 

 

学校長 村越 新 親子の絆で自信を高める



２月の国語チャレンジ（高学年） 

 

 右の記事を読み 

取る問題を、高学年 

に出しました。 

 今、とても大事な 

ことが書かれている 

記事だと思い、出題 

しました。 

 扇っ子の感想を、 

紹介します。 

私もスマホでよく偽情報を見ることがあります。たまに

偽情報が本当だと思ってしまい、勘違いしてしまうこと

があります。なのでよく考えて自分で見比べられるよう

になりたいです。 （５年 S） 

 

何事も SNS の情報を信じるのではなく、信じる前に事実

かどうかしっかり考える、調べる、わからないようなこと

は信じない、という対処をしようと思いました。（５年 K） 

この記事を読んだ、感想はネットにはたくさんの

偽情報があって偽情報を広めないためにはその

情報が事実なのか調べることが大切だと分かり

ました。（６年 O） 

詐欺などが増えてっていくと本当の情報も詐欺と

勘違いしてしまって大変そうだ（６年 T） 
7 月 5 日に大地震が来るという情報を私もちょっと信

じていたので、信じすぎずに情報を見たい。（６年 H） 

私もよく、SNS を見てすぐ、決めつけてしまう（本

当だと思い込んでしまう）ことがあるので、これ

を見てもっと偽情報に気をつけたり、すぐに信じ

ない方がいいとよくわかりました。（６年 T） 

今まで Google の検索でその情報を信頼していま

せんでしたがこのお話を読んで専門家がグーグ

ル（Google）は、信頼していいと言っていたので

これからは、Googleが信頼できると思って Google

をこれから少しずつ Google を使っていく機会を

増やしてみたいです。（６年 K） "SNS には、偽情報がたくさん出回っていて、その

偽情報に騙されてしまう人がたくさんいるという

ことがわかりました。（５年 N） 


